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番
号

申 請 機 関 研 究 機 関 の 長 研 究 責 任 者 研 究 課 題 名 申 請 日 大 臣 意 見 研 究 期 間

1 大阪大学医学部 遠 山 正 弥 澤 芳 樹 虚血性心疾患に対する自己骨髄由来CD133陽性細胞移植に関する臨床研究 平 成 19 年 3 月 5 日 平成19年10月25日 H23 年 10 月 ま で

2 東海大学医学部 猪 子 英 俊 持 田 譲 治 自家骨髄間葉系幹細胞により活性化された椎間板髄核細胞を用いた椎間板再生研究 平成 19年 4月 13日 平成 20年 1月 24日 H23 年 1 月 ま で

3 国立循環器病センター 橋 本 信 夫 成 冨 博 章
急性期心原性脳塞栓症患者に対する自己骨髄単核球静脈内投与の臨床応用に関する臨
床研究

平 成 19 年 5 月 7 日 平成19年10月25日 H25 年 3 月 ま で

4 京都大学医学部 内 山 卓 戸 口 田 淳 也 大腿骨頭無腐性壊死患者に対する骨髄間葉系幹細胞を用いた骨再生治療の検討 平 成 19 年 6 月 1 日 平成19年10月25日 H23 年 3 月 ま で

5 京都大学医学部 内 山 卓 戸 口 田 淳 也 月状骨無腐性壊死患者に対する骨髄間葉系幹細胞を用いた骨再生治療の検討 平 成 19 年 6 月 1 日 平成19年10月25日 H23 年 3 月 ま で

6 信州大学医学部附属病院 勝 山 努 加 藤 博 之
青壮年者の有痛性関節内軟骨障害に対するI型コラゲンを担体としたヒト培養自己骨髄
間葉系細胞移植による軟骨再生研究

平成 19年 10月 1日 平成 21年 1月 21日 H24 年 1 月 ま で

7 信州大学医学部附属病院 勝 山 努 加 藤 博 之
青壮年者の四肢良性骨腫瘍および骨腫瘍類似疾患掻爬後の骨欠損に対するβ-リン酸三
カルシウムを担体としたヒト培養自己骨髄間葉系細胞移植による骨欠損修復研究

平成 19年 10月 1日 平成 21年 1月 21日 H24 年 1 月 ま で

8 慶應義塾大学医学部 末 松 誠 坪 田 一 男 角膜上皮幹細胞不全症に対する培養上皮細胞シート移植 平成 20年 1月 16日 平成 21年 1月 21日 H23 年 1 月 ま で

9
田附興風会医学研究所北
野病院

山 岡 義 生 塚 本 達 雄
末梢動脈疾患患者に対するG-CSF動員自家末梢血単核球細胞移植治療のランダム化比較
試験

平成 20年 6月 17日 平 成 21 年 5 月 1 日 H24 年 1 月 ま で

10 北楡会札幌北楡病院 笠 井 正 晴 堀 江 卓
末梢動脈疾患患者に対するG-CSF動員自家末梢血単核球細胞移植治療のランダム化比較
試験

平 成 20 年 9 月 4 日 平 成 21 年 5 月 1 日 H24 年 1 月 ま で

11 愛心会湘南鎌倉総合病院 塩 野 正 喜 小 林 修 三
末梢動脈疾患患者に対するG-CSF動員自家末梢血単核球細胞移植治療のランダム化比較
試験

平成 20年 9月 19日 平 成 21 年 5 月 1 日 H24 年 1 月 ま で

12
国家公務員共済組合連合
会虎の門病院

山 口 徹 高 市 憲 明
末梢動脈疾患患者に対するG-CSF動員自家末梢血単核球細胞移植治療のランダム化比較
試験

平成 20年 9月 19日 平 成 21 年 5 月 1 日 H24 年 1 月 ま で

13 京都府立医科大学 山 岸 久 一 松 原 弘 明
重症慢性虚血性心不全に対するヒト心臓幹細胞と幹細胞増幅因子bFGFのハイブリッド
自家移植療法の検討

平成20年12月12日 平成 21年 9月 10日 H23 年 9 月 ま で

14
先端医療振興財団先端医
療センター病院

西 尾 利 一 黒 田 良 祐
難治性骨折（偽関節）患者を対象とした自家末梢血CD34 陽性細胞移植による骨・血管
再生療法に関する第Ⅰ・Ⅱ相試験

平成20年12月18日 平 成 21 年 9 月 4 日 H24 年 3 月 ま で

ヒト幹指針への適合性が承認され我が国で実施されているヒト幹細胞臨床研究の一覧

平 成 25 年 12 月 11 日 現 在
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15 大阪大学医学部附属病院 林 紀 夫 澤 芳 樹 重症心筋症に対する自己由来細胞シート移植による新たな治療法の開発 平成20年12月25日 平成 21年 7月 30日 H25 年 １ 月 ま で

16 松本歯科大学 森 本 俊 文 上 松 隆 司 ヒト培養自己骨髄間葉系細胞移植による顎骨増生法の確立 平成20年12月25日 平成 21年 9月 10日 H24 年 9 月 ま で

17 東邦大学大森病院 山 崎 純 一 水 入 苑 生
末梢動脈疾患患者に対するG-CSF動員自家末梢血単核球細胞移植治療のランダム化比較
試験

平成 21年 3月 11日 平 成 21 年 9 月 4 日 H24 年 1 月 ま で

18 国立病院機構千葉東病院 山 岸 文 雄 岩 下 力
末梢動脈疾患患者に対するG-CSF動員自家末梢血単核球細胞移植治療のランダム化比較
試験

平成 21年 3月 31日 平 成 21 年 9 月 4 日 H24 年 1 月 ま で

19 市立函館病院 吉 川 修 身 森 下 清 文
末梢動脈疾患患者に対するG-CSF動員自家末梢血単核球細胞移植治療のランダム化比較
試験

平成 21年 4月 20日 平 成 21 年 9 月 4 日 H24 年 1 月 ま で

20 青森県立中央病院 吉 田 茂 昭 久 保 恒 明
末梢動脈疾患患者に対するG-CSF動員自家末梢血単核球細胞移植治療のランダム化比較
試験

平成 21年 4月 28日 平 成 21 年 9 月 4 日 H24 年 1 月 ま で

21 東京医科歯科大学医学部 大 野 喜 久 郎 金 子 英 司
末梢動脈疾患患者に対するG-CSF動員自家末梢血単核球細胞移植治療のランダム化比較
試験

平成 21年 8月 20日 平成 22年 2月 25日 H24 年 1 月 ま で

22 有隣厚生会東部病院 牧 野 恒 久 花 田 明 香
末梢動脈疾患患者に対するG-CSF動員自家末梢血単核球細胞移植治療のランダム化比較
試験

平成 21年 8月 21日 平成 22年 2月 25日 H24 年 1 月 ま で

23 天神会新古賀病院 福 山 尚 哉 古 賀 伸 彦
末梢動脈疾患患者に対するG-CSF動員自家末梢血単核球細胞移植治療のランダム化比較
試験

平成 21年 8月 24日 平成 22年 2月 25日 H24 年 1 月 ま で

24 島根大学医学部 紫 藤 治 織 田 禎 二
末梢動脈疾患患者に対するG-CSF動員自家末梢血単核球細胞移植治療のランダム化比較
試験

平成 21年 12月 2日 平成 22年 2月 25日 H24 年 1 月 ま で

25 奈良県立医科大学 吉 岡 章 桐 田 忠 昭
顎骨嚢胞摘出後の骨欠損を対象とした自己骨髄培養細胞由来再生培養骨の有用性を検
証する研究

平成 21年 8月 31日 平成 22年 5月 28日 H27 年 5 月 ま で

26 慶應義塾大学医学部 末 松 誠 尾 原 秀 明
末梢動脈疾患患者に対するG-CSF動員自家末梢血単核球細胞移植治療のランダム化比較
試験

平成 22年 2月 18日 平成 22年 5月 28日 H24 年 1 月 ま で

27 住友病院 松 澤 佑 次 阪 口 勝 彦
末梢動脈疾患患者に対するG-CSF動員自家末梢血単核球細胞移植治療のランダム化比較
試験

平 成 22 年 3 月 8 日 平成 22年 5月 28日 H24 年 1 月 ま で

28 島根大学医学部附属病院 小 林 祥 泰 竹 谷 健 重症低ホスファターゼ症に対する骨髄移植併用同種間葉系幹細胞移植 平成21年11月25日 平成 22年 6月 10日 H28 年 3 月 ま で
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29
名古屋大学医学部附属病
院

松 尾 清 一 石 黒 直 樹
軟骨無形成症等骨系統疾患に伴う低身長症例及び下肢長不等症例に対する培養骨髄細
胞移植の併用による骨延長術

平成 22年 2月 15日 平成 22年 9月 14日 H25 年 3 月 ま で

30
長崎大学大学院医歯薬学
総合研究科

山 下 俊 一 錦 戸 雅 春
末梢動脈疾患患者に対するG-CSF動員自家末梢血単核球細胞移植治療のランダム化比較
試験

平成 22年 5月 28日 平成 22年 9月 14日 H24 年 1 月 ま で

31 岡山大学病院 森 田 潔 王 英 正 機能的単心室症に対する自己心臓内幹細胞移植療法の第Ⅰ相臨床試験 平成 22年 5月 13日 平 成 23 年 1 月 4 日 H25 年 1 月 ま で

32 東京女子医科大学 宮 﨑 俊 一 安 藤 智 博 自己培養歯根膜細胞シートを用いた歯周組織の再建 平成 22年 9月 27日 平 成 23 年 1 月 4 日 H27 年 1 月 ま で

33
国立国際医療研究セン
ター

桐 野 髙 明 岡 慎 一
肝硬変を有するHIV感染者に対する自己骨髄細胞投与療法の安全性と有用性に関する研
究

平成 22年 9月 28日 平 成 23 年 1 月 4 日 H26 年 １ 月 ま で

34 大阪大学医学部附属病院 福 澤 正 洋 西 田 幸 二 角膜上皮幹細胞疲弊症に対する自己培養口腔粘膜上皮細胞シート移植の臨床試験 平成22年10月12日 平 成 23 年 1 月 4 日 H26 年 １ 月 ま で

35
東北大学大学院医学系研
究科

山 本 雅 之 布 施 昇 男 角膜上皮幹細胞疲弊症に対する自己培養口腔粘膜上皮細胞シート移植の臨床試験 平成22年10月14日 平 成 23 年 1 月 4 日 H28 年 １ 月 ま で

36
名古屋大学医学部附属病
院

松 尾 清 一 後 藤 百 万
非培養自己ヒト皮下脂肪組織由来間葉系前駆細胞を用いた腹圧性尿失禁治療の有用性
に関する研究

平成 21年 8月 11日 平成 23年 3月 15日 H27 年 3 月 ま で

37
東京大学大学院医学系研
究科

清 水 孝 雄 高 戸 毅
口唇口蓋裂における鼻変形に対するインプラント型再生軟骨の開発－アテロコラーゲ
ンハイドロゲルとポリ乳酸（PLLA）多孔体によって構成される足場素材に自家耳介軟
骨細胞を投与して作製するインプラント型再生軟骨

平成 22年 9月 29日 平成 23年 3月 15日 H25 年 3 月 ま で

38
東京大学医科学研究所附
属病院

今 井 浩 三 各 務 秀 明 自己骨髄由来培養骨芽細胞様細胞を用いた歯槽骨再生法の検討（第Ⅰ、第Ⅱa相試験） 平成 22年 10月 1日 平成 23年 3月 15日 H29 年 3 月 ま で

39
先端医療振興財団先端医
療センター病院

西 尾 利 一 川 本 篤 彦
慢性重症下肢虚血患者に対するG-CSF動員自家末梢血単核球移植による下肢血管再生治
療

平成22年12月28日 平成 23年 3月 15日 H25 年 5 月 ま で

40
大阪大学大学院歯学研究
科

米 田 俊 之 村 上 伸 也 自己脂肪組織由来幹細胞を用いた新しい歯周組織再生療法開発 平成22年10月28日 平成 23年 8月 22日 H27 年 4 月 ま で

41 大阪大学医学部附属病院 福 澤 正 洋 森 正 樹
消化器外科手術に伴う難治性皮膚瘻に対する自己脂肪組織由来間葉系前駆細胞を用い
た組織再生医療の臨床応用

平成22年11月18日 平成 23年 8月 22日 H26 年 2 月 ま で

42 大阪大学医学部附属病院 福 澤 正 洋 玉 井 克 人 表皮水疱症患者を対象とした骨髄間葉系幹細胞移植臨床研究 平成22年12月22日 平成 23年 8月 22日 H26 年 8 月 ま で
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43 徳島赤十字病院 日 浅 芳 一 阪 田 章 聖
末梢動脈疾患患者に対するG-CSF動員自家末梢血単核球細胞移植治療のランダム化比較
試験

平成 21年 8月 24日 平成 23年 10月 3日 H26 年 10 月 ま で

44 鳥取大学医学部附属病院 豊 島 良 太 中 山 敏 自己皮下脂肪組織由来細胞移植による乳癌手術後の乳房再建法の検討 平成 23年 2月 28日 平成 23年 10月 3日 H25 年 3 月 ま で

45 東海大学医学部 今 井 裕 佐 藤 正 人 細胞シートによる関節治療を目指した臨床研究 平 成 23 年 3 月 3 日 平成 23年 10月 3日 H26 年 10 月 ま で

46
先端医療振興財団先端医
療センター病院

鍋 島 陽 一 坂 井 信 幸 急性期心原性脳塞栓症患者に対する自己骨髄単核球静脈内投与の臨床研究 平成 23年 4月 22日 平成 23年 10月 3日 H25 年 3 月 ま で

47
先端医療振興財団先端医
療センター病院

鍋 島 陽 一 川 本 篤 彦 慢性重症下肢虚血患者に対する自家末梢血CD34陽性細胞移植による下肢血管再生治療 平成 23年 6月 28日 平成 23年 10月 3日 H26 年 9 月 ま で

48 高知大学医学部 脇 口 宏 杉 浦 哲 朗 小児脳性麻痺に対する自己臍帯血幹細胞輸血による治療研究 平成 22年 2月 26日 平成 23年 11月 9日 H29 年 8 月 ま で

49 徳洲会札幌東徳洲会病院 清 水 洋 三 山 崎 誠 治
末梢動脈疾患患者に対するG-CSF動員自家末梢血単核球細胞移植治療のランダム化比較
試験

平 成 23 年 6 月 8 日 平成 23年 12月 6日 H26 年 12 月 ま で

50 山口大学医学部附属病院 岡 正 朗 坂 井 田 功
C型肝炎ウイルスに起因する肝硬変患者に対する自己骨髄細胞投与療法の有効性と安全
性に関する研究

平成 23年 8月 26日 平成 23年 12月 6日 H27 年 3 月 ま で

51 大阪大学医学部附属病院 福 澤 正 洋 吉 川 秀 樹 関節軟骨病変に対する自己滑膜間葉系幹細胞由来三次元人工組織移植法 平 成 23 年 6 月 9 日 平成 24年 2月 10日 H29 年 2 月 ま で

52
田附興風会医学研究所北
野病院

藤 井 信 吾 鈴 木 義 久 骨髄由来単核球細胞を用いた脊髄損傷に対する第Ⅰ-Ⅱ相試験 平成 23年 6月 28日 平成 24年 2月 10日 H26 年 2 月 ま で

53
先端医療振興財団先端医
療センター

鍋 島 陽 一 外 園 千 恵 難治性角結膜疾患に対する培養自家口腔粘膜上皮シート移植に関する臨床試験 平成 23年 8月 26日 平成 24年 2月 10日 H27 年 3 月 ま で

54 京都府立医科大学 吉 川 敏 一 木 下 茂 難治性角結膜疾患に対する培養自家口腔粘膜上皮シート移植に関する臨床試験 平成 23年 8月 31日 平成 24年 2月 10日 H27 年 3 月 ま で

55
名古屋大学医学部附属病
院

松 尾 清 一 室 原 豊 明
ヒト皮下脂肪組織由来間葉系前駆細胞を用いた重症虚血肢に対する血管新生療法につ
いての研究

平 成 21 年 9 月 9 日 平成 24年 8月 24日 H29 年 8 月 ま で

56 金沢大学医薬保健研究域 山 本 博 金 子 周 一
自己脂肪組織由来間質細胞を用いた再生医療に関する臨床研究-虚血性心不全に対して
-

平成 23年 2月 17日 平成 24年 8月 24日 H27 年 8 月 ま で
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ヒト幹指針への適合性が承認され我が国で実施されているヒト幹細胞臨床研究の一覧

平 成 25 年 12 月 11 日 現 在

57 金沢大学医薬保健研究域 山 本 博 金 子 周 一
肝硬変に対する自己脂肪組織由来間質細胞の経肝動脈投与による肝再生療法の臨床研
究

平成 23年 2月 17日 平成 24年 8月 24日 H27 年 8 月 ま で

58 新潟大学医歯学総合病院 内 山 聖 吉 江 弘 正 自己培養骨膜シートを用いた歯槽骨再生研究　第Ⅱ相臨床試験 平成 23年 9月 16日 平成24年11月27日 H28 年 3 月 ま で

59 新潟大学医歯学総合病院 内 山 聖 高 木 律 男 自己培養骨膜シートを用いた歯槽・顎骨再生研究　第Ⅱ相臨床試験 平成 23年 9月 16日 平成24年11月27日 H28 年 3 月 ま で

60
東京大学大学院医学系研
究科

宮 園 浩 平 天 野 史 郎 角膜上皮幹細胞疲弊症に対する自己培養口腔粘膜上皮細胞シート移植の臨床試験 平 成 24 年 2 月 7 日 平成24年11月27日 H29 年 10 月 ま で

61 大阪大学医学部附属病院 福 澤 正 洋 西 田 幸 二 角膜上皮幹細胞疲弊症に対する自己培養口腔粘膜上皮細胞シート移植の臨床試験 平成 24年 3月 13日 平成24年11月27日 H29 年 10 月 ま で

62 愛媛大学医学部附属病院 檜 垣 實 男 大 橋 裕 一 角膜上皮幹細胞疲弊症に対する自己培養口腔粘膜上皮細胞シート移植の臨床試験 平 成 24 年 4 月 2 日 平成24年11月27日 H29 年 10 月 ま で

63
かりゆし会ハートライフ
病院

奥 島 憲 彦 佐 久 川 廣 生活習慣病関連肝硬変に対する自己骨髄細胞投与療法の安全性と有効性に関する研究 平成 24年 4月 11日 平成24年11月27日 H26 年 11 月 ま で

64
国立長寿医療研究セン
ター

大 島 伸 一 中 島 美 砂 子 自己歯髄組織由来幹細胞を用いた抜髄後歯髄組織再生療法開発 平成 24年 4月 12日 平成24年11月27日 H27 年 5 月 ま で

65 愛知学院大学歯学部 大 野 榮 人 中 村 洋 自己歯髄組織由来幹細胞を用いた抜髄後歯髄組織再生療法開発 平成 24年 4月 18日 平成24年11月27日 H27 年 5 月 ま で

66 慶應義塾大学医学部 末 松 誠 坪 田 一 男 角膜上皮幹細胞不全症に対する培養上皮細胞シート移植 平成 24年 9月 11日 平成 25年 1月 31日 H27 年 1 月 ま で

67 岡山大学病院 槇 野 博 史 王 英 正 機能的単心室症に対する心臓内幹細胞自家移植療法の第２相臨床試験 平成 24年 8月 29日 平成 25年 3月 29日 H29 年 3 月 ま で

68 信州大学医学部附属病院 天 野 直 二 池 田 宇 一
ヒト皮下脂肪組織由来間葉系前駆細胞を用いた重症虚血肢に対する血管新生療法につ
いての研究

平成 24年 9月 11日 平成 25年 3月 29日 H30 年 3 月 ま で

69 東京女子医科大学 宮 崎 俊 一 大 和 雅 之
早期食道癌に対する内視鏡的粘膜下層剥離術（ESD）後食道潰瘍への自家口腔粘膜上皮
細胞シート移植の臨床研究

平成24年10月24日 平成 25年 3月 29日 H27 年 9 月 ま で

70 長崎大学病院 河 野 茂 江 口 晋
早期食道癌に対する内視鏡的粘膜下層剥離術（ESD）後食道潰瘍への自家口腔粘膜上皮
細胞シート移植の臨床研究

平成24年11月12日 平成 25年 3月 29日 H27 年 9 月 ま で
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72
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仁
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74
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光
夫

関
節
鏡
視
下
自
己
骨
髄

間
葉

系
細

胞
移

植
に

よ
る

関
節

軟
骨

欠
損

修
復

平
成

25
年

1
月

21
日

平
成

2
5
年

5
月

9
日

H3
0

年
5

月
ま

で

75
近

畿
大

学
医
学

部
楠

進
赤

木
將

男
関
節
鏡
視
下
自
己
骨
髄

間
葉

系
細

胞
移

植
に

よ
る

関
節

軟
骨

欠
損

修
復

平
成

24
年

12
月

4
日

平
成

2
5
年

5
月

9
日

H3
0

年
5

月
ま

で

76
兵

庫
医

科
大
学

中
西

憲
司
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介
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滲
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縄
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岡
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厚生科学審議会科学技術部会 

ヒト幹細胞臨床研究に関する審査委員会委員名簿 

 

 氏 名        所 属 ・ 役 職 

 位田 隆一   同志社大学大学院グローバル・スタディーズ研究科 特別客員教授 

 梅澤 明弘 国立成育医療研究センター 副所長 

岡野 栄之   慶應義塾大学医学部生理学教室 教授 

 春日井 昇平  東京医科歯科大学インプラント・口腔再生医学 教授 

 貴志 和生   慶應義塾大学医学部形成外科 教授 

 木下 茂    京都府立医科大学大学院医学研究科視覚機能再生外科学 教授 

 小島 至    群馬大学生体調節研究所 教授 

後藤 弘子   千葉大学大学院専門法務研究科 教授 

 高橋 政代   理化学研究所神戸研究所網膜再生医療研究チーム チームリーダー 

 竹内 正弘   北里大学薬学部臨床医学 教授 

 戸口田 淳也  京都大学再生医科学研究所組織再生応用分野 教授 

 永井 良三   自治医科大学長 

 中村 耕三   国立障害者リハビリテーションセンター 総長 

 西山 和利   北里大学医学部神経内科学 主任教授 

前川 平    京都大学医学部付属病院輸血細胞治療部 教授 

 松山 晃文   (公財)先端医療振興財団再生医療実現拠点ネットワークプログラム(JST)

開発支援室長 

 湊口 信也   岐阜大学大学院医学系研究科再生医科学循環呼吸病態学 教授 

 山口 照英   国立医薬品食品衛生研究所生物薬品部 研究員 

 山中 竹春   国立がん研究センター 生物統計学室長 

 

 

（敬称略） 
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「ヒト幹細胞を用いる臨床研究に関する指針」に基づく審査の流れ

研究責任者

研究機関の長 倫理審査委員会

厚生労働大臣

新規性の判断

新規性あり 新規性なし

⑦意見（回答）へ

会長

科学技術部会

ヒト幹細胞臨床研究に
関する審査委員会

研究機関

厚生労働省

厚生科学審議会

当該臨床研究における新規の事項の有無

付議された申請については、科学技術
部会長の了承を得て、「ヒト幹細胞臨
床研究に関する審査委員会」により、
部会開催に先行して審議。

①実施計画書等の提出

④実施計画書等の提出
（薬事法上の治験に該当するモノを除く）

③了承

⑦意見
（回答）

⑧了承

②

⑤諮問⑥答申

報告

報告

付議
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